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 A 病院に勤務する看護師 23 名，ヘルパー21 名，
理学療法士 3 名から回答が得られた。看護師は 50
代，ヘルパーは 20 代が多かった。経験年数の平均
は，看護師 23.4 年，ヘルパー5.8 年だった。一人
介助の移乗回数が最も多いのはヘルパーで，一日











になった 3 が多かった。 
2．第二段階：移乗動作分析とアンケートの結果 
1）患者と介助者の概要 









それぞれ 2 回行った。患者は 3 箇所，介助者は 7
箇所に反射マーカー（ライブラリー社製）を貼付






























度，着脱型 20.79±4.80 度で有意差はなかった。 
TSS は水戸ら（2004）が開発した移乗動作主観 
得点である。安定感，安心感，移動のしやすさ，
麻痺足保護感，身体負担感の 5 項目を 7 段階で評
価するもので，得点が高いほど評価が肯定的であ
ることを示す。患者の合計点は，標準型 14.67±
5.75 点，着脱型 14.17±2.86 点，介助者の合計点
は，標準型 14.83±3.19 点，着脱型 14.00±5.10
点でいずれも有意差はなかった。標準型と着脱型
で移乗のしやすさに違いはあったかという質問に，





































図 2 介助者の背中の軌跡 
着脱型 
